
【構成メンバー】 部長　　　　担当校長　

部員　　　　小学校　　１０名　　　　　中学校　　４名　　　　計１４名

【組織図】 ≪研修担当≫

　○パソコン研修

　○事務マニュアル見直し

　○講演・支部交流

・会長

・副会長

・研究推進委員 （ブロック推進委員を兼ねる）

・部長

・会長 ・研究推進委員

・副会長 ・共同実施グループリーダー

【活動計画】

　　　研究テーマ　　　　「教育活動を支援する学校事務」

　　　　　　　　　　　　　　―　実践しよう！事務機能強化　―

　　　今年度の市事務部会事業

担　　当

　《研究担当》

　《研究担当》

　大野市教頭会合同研修

　《研修担当》

　《研修担当》

　《研究担当》

※必要に応じて研究推進委員会を行う。

開催日 内　　容

平成３１（令和元）年度　大 野 支 部 活 動 計 画 

会　　長 研究推進委員会

≪研究担当≫

学校事務検討会（休会）

4月11日 ・研究テーマの決定

市教研 ・研究組織編成と年間計画作成

6月14日 ・公費/消耗品費統一10項目の検証に向けたグループ討議

市教研 ・公費と私費の負担区分についてグループ討議

8月2日
・講義　「教頭と事務職員がタッグを組んだら何ができる
か」

市教研 　講師　藤原　文雄　氏（国立教育政策研究所　初等中等教育研究部総括研究官）

・事務マニュアル見直し、PC研修

１１月下旬 ・税務研修

　講師　竹内　宗義　氏（竹内税理事事務所）

市事務部会 ・異動事務について

・財務要領についてグループ討議

市事務部会 ・今年度の反省（組織について）

３月上旬 ・今年度の反省（組織、次年度の役割分担ほか）

市事務部会 ・県事研夏季/秋季研分科会報告

１月下旬 ・公費/消耗品費統一10項目の検証


